









1959 年 4 月　日本体育大学体育学部体育学科入学
1963 年 3 月　日本体育大学体育学部体育学科卒業
1964 年 4 月　日本体育大学助手
1969 年 4 月　日本体育大学専任講師
1975 年 4 月　日本体育大学助教授
1985 年 4 月　日本体育大学教授
2010 年 4 月　日本体育大学名誉教授
【競技歴】
1964 年　オリンピック東京大会　グレコローマン 52kg 級　優勝
1967 年　世界選手権ブカレスト大会　グレコローマン 57kg 級　3位
1962 年　世界選手権ジャカルタ大会　グレコローマン 52kg 級　2位
本稿は，「研究プロジェクト：日体大とオリンピックの関わり」の一環として実施した，メダリ
ストへのインタビューをもとに構成されている．














































































































学を休職して，1967 年に結婚した奥様と 1969 年
に生まれた長男と，奥様のおなかにいる長女も一
緒に渡航した．しかし，2年の予定で指導に行っ
たが，全く給料を支払ってもらえず，日本人の商
社に勤める方のお家に泊めてもらったり，ホテル
に泊まったりしたが，結局は持っていた時計やカ
メラを売って食事に代えるしかなく，11 か月で
断念し，アメリカの知人宅をまわって帰国した．
日本体育大学に戻ってからは，1974 年のイス
タンブール，1975 年のミンスク，1977 年のロー
ザンヌ，1979 年のサンディエゴ世界選手権にお
いて金メダルを獲得し，1976 年のモントリオー
ル・オリンピックで金メダル，1984 年ロサンゼ
ルス・オリンピックで銅メダルを獲得した高田裕
司氏や，その後に日本体育大学レスリング部の監
督となる藤本英男氏などの指導にあたった．多く
のオリンピック選手を輩出した日本体育大学にお
いて，花原氏の指導は，後に続く後輩たちに大き
な希望になったと思われる．
ナショナル・チームではコーチとなり八田氏の
指導を継承しつつ，ミュンヘン・オリンピック
（1972 年）を目指した．バルカン諸国やソ連への
遠征，他国のナショナル・チームとの合同合宿，
多くの場面で花原氏は「食」について日本との違
いを感じ，「食」について学び続けた．その後，
1986 年のソウル・オリンピックにおいて日本レ
スリング協会は新体制をスタートさせ，花原氏は
強化委員長に任命される．そこで選手たちと三食
を共にする 500 日合宿を断行し食の環境を整え
た．さらに，選手の意識改革のためにメンタル・
トレーニングの実践，音楽療法や真夜中のスパー
リングも取り入れていった．そして，金メダル二
つ，銀メダル二つを獲得，見事にレスリング日本
の復活を果たした．
また，2006 年には認定特定非営利活動法人日
本ブラインドマラソン協会の理事長，2011 年か
らは会長を務め，現在は名誉会長となっている．
5．後輩たちへ一言
人間は五感からの情報により次の行動を決め
る．この決断が早ければ早いほど人より有意に立
つことができる．仕事も，練習も，目的・目標を
持って五感を総合して日々の訓練を行っていって
欲しい．そして，人体と食の相関関係について認
識して欲しい．
確固たる目的意識を持って食と取り組む．ここ
には味覚と嗅覚が関係する．
確固たる目的意識を持って技を盗む．ここには
視覚が関係する．
確固たる目的意識を持って教えを請う．ここに
は聴覚が関係する．
確固たる目的意識を持って練習を行う．ここに
は触覚が関係する．
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